
清流の国ぎふ森林・環境基金の事業評価手法とスケジュールについて（案）

◆事業実施年度（平成２４年度～平成２８年度）

区分（時期）

事 業 評 価

県民への公表・説明

自己点検・評価

（県事業担当課職員）

第三者評価

（事業評価委員会）

■計画時

［前年度１０～１月］

※H24のみ当該年度11月

報告

計画へ反映

事業計画に対する助言

［当該年度４～3月］

事業の実施

■実績時

［翌年度5～6月］

■次年度以降

報告

事業への反映

自己評価に対する評価

◆課税期間最終年度（平成２８年度）

【事業検証報告書（平成２８年夏頃）】

○課税期間終税導入効果を検証し今後のあり方を見直す基礎資料として、

事業検証報告書を作成。ホームページなどで公表し県民からの幅広い意見を聴取。

事業検証報告書

・年度別事業成果

報告書（H24-H27）

・県民世論調査

●課税期間終了後の見直し（課税期間最終年度（２８年度秋頃））

○パブコメ等を参考に今後のあり方を検討

○事業評価委員会 諮問・答申

資料 ４

Plan（計画）

Do（実行）

Check（評価）

Act（改善）

ＰＤＣＡサイクル

自己評価シートによる

※計画策定・点検（全事業）

自己評価シートによる

※実績検証（全事業）

※事業主体満足度調査（全事業）

※効果検証（対象事業）

【年度別事業成果報告書（翌年度秋口発行）】

○当該年度の事業実績と事業評価の結果について、翌年秋口までに

事業成果報告書としてとりまとめ、事業評価委員会で報告の上、

ホームページで公表するとともに、関係機関へ配布。

※ただし、各事業の実績は６月の事業評価委員会で報告後、速やかにホームページで公表

年度別事業成果

報告書

・事業実績・評価

公 表



平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度
平成２９年
度以降

平成24年
度事業

平成25年
度事業

事業実施

６月

第１回
事業評価
委員会

２月１１月

第２回
事業評価
委員会

６月

第１回
事業評価
委員会

第３回
事業評価
委員会

成果
報告

事前
評価

計画
成果
報告

事業実施

事後
評価

２月１１月 ６月

事後
評価 ・毎年の事

業評価結果
等を踏まえ、
効果検証を
実施。

可能なものは25年度事業、
その他は26年度に反映

可能なものは26年度事業、
その他は27年度に反映

清流の国ぎふ森林・環境基金事業の評価実施スケジュール
資料 ４－２

平成26年
度事業

平成27年
度事業

平成28年
度事業

２月１１月 ６月

第１回
事業評価
委員会

第３回
事業評価
委員会

事前
評価

計画
成果
報告

事業実施
事後
評価

２月１１月 ６月

第１回
事業評価
委員会

第３回
事業評価
委員会

事前
評価

計画
成果
報告

事業実施

第２回
事業評価
委員会

第２回
事業評価
委員会

２月１１月 ６月

第１回
事業評価
委員会

第３回
事業評価
委員会

事前
評価

計画 事業実施
事後
評価

第２回
事業評価
委員会

・森林・環境
税の継続の
有無、制度
見直し等を
検討。可能なものは27年度事業、

その他は28年度に反映

事後
評価

成
果

報
告

可能なものは28
年度事業に反映


